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ソレーター)内に無菌空気を循環させる工学的な研 
究が必要である。つぎに (2)原則として子宮内の
胎児は無菌状態lとあるから，外界からの汚染を防ヤ
方法を考えて，無菌の胎児を取り出し，無菌のまま
の状態で無菌環境内へ移す方法を考えればよい。つ
ぎに (3)飼料， 水，そのほかの物品を滅菌し， 無
菌状態を乱さない条件で， ζれを無菌環境内に取り
込み，また，無菌環境内の汚物，試料などを安全に
外界に取り出す方法をこうじなければならない。 
(1)の要求を満たす方法として， 高圧蒸気を用
い，無菌装置全般の滅菌をー拠におこない，無菌空
気は，空気灼熱法とグラス・ファイパーによる鴻過
法とを利用してっくり，滅菌後の装置全域にこれを
流す方法がとられる。乙の場合 1210C，30分以上の
滅菌が必要であるから，全装置は鉄製であり，附属
品はいづれも耐熱性であることが必要となる。動物
の手術および飼育操作は，耐熱性人工ゴム製の手袋
を通しておこなわれなければならない。
このような鉄製装置はかなり操作が複雑で，重
く，建設費が高いので， LOBUNDの Trexler 
(194，7)は装置の簡易化を企画し，近年になってビ
ニール・アイソレーターを完成した。この場合の原
理は，鉄製タンクの場合と変りはないが，滅菌には
薬物 (2%Peracetic acid)を用いる。千葉医学部
衛生学教室では，小型アイソレーターを試作し，無
菌マウスの繁殖を計りつつあるが，このアイソレー
ターは動物の無菌飼育に用いられるばかりでなく，
種々の応用が期待されて居る。主なる用途を記せば
次の知くである。 
(1) 	 動物飼育関係

危険病原体を用いる動物感染実験

毒物殺与動物実験

組織培養法への応用

粉麗室の作製及び動物実験
 
s. P. F.動物飼育 
(2) 人間関係

外科手術に於ける病院感染の予防

応急手術道具の無菌陳列
 
(3) 植物関係

植物の無菌栽培また無ワイノレス栽培

植物種子の純粋交配
 
(4) 機械工学・其の他

除湿環境下に於ける金属面の研究

除鹿環境l乙於ける精密機械の組立て

製薬業l乙於ける無菌無ワイルス操作一般
 
10) 無菌マウス及びラット腸管の組織学的特徴と
菌初感染による変化
千大医衛生
田波潤一郎，赤沢喜三郎，清水轄融
橘 昌夫，山口直英，田崎太郎
無菌動物の腸管系の特徴は膨大と腸壁の非薄化が
著明なもので，ラットの盲腸重量は内容物を含めて
平均して， 2%~3% の体重比を示すが，無菌である
と 13~17% と増大する。マウスの盲腸は平均して 
2% の体重比であるが，無菌では 6%~9% I乙増大す
る。
上皮組織は膨隆氏伴う伸延力の作用で引きのばさ
れ薄くなるが，細胞自体に特別な変化を認められな
い。粘膜下結合組織は発育不良であり，細網様の細
目構造は粗で，その分校状態が貧弱である。まに結
合組織細胞も少し細網細胞， リンパ球，プラスマ
細胞，白血球などは著明に減少している。また毛細
血管の発達も不良である。
無菌飼育 40~60 日のマウス或いはラットに嫌衛
性有芽胞菌の一種を与えると， 上述の盲腸は 24~ 
48時間内に自然に近く収縮し， 内容の排出を認め
た。この際の変化は粘膜下組織の浮腫及び瀧走細胞
の多数出現があり，また筋層の収縮肥厚を伴い，毛
細血管の充血も認めた。
枯草菌，大腸菌，乳酸菌，プロテウス菌などの単
独投与によっても腸管の収縮が認められたが，何れ
の場合も，嫌気性芽胞菌の場合よりも収縮の程度が
ー少かった。
11) 無菌飼育海狽血清に於けるトグロプリン量
と殺菌力価との関係
千大医衛生
田波潤一郎，奥間徳栄，坂尾規矩雄
林四郎，泉 豊，杉山清
無菌飼育海演の飼育 40~60 日のものの血清殺菌
力は自然動物の血清殺菌力よりも極めて低かった
が，ウィ Jレス殺力に於ては自然動物lと比べて大差な
く，殆んど 50%位を保有していた。殺菌力テスト
は腸チフス菌0___:_9011乙対するもので， ウィノレス殺
力はインフノレエンザ EDとファージ T6 とに対す
るものであった。
大腸菌の一種 (0-104)及び或る種の枯草菌の単
感染をうけた無菌海猿は敗血症状を示したが，とれ
等の菌が口から入ると血清殺菌力が著明に増強され
た。しかしウィ jレス殺菌力はわずかに増大し，約 2 
